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被爆者は
核兵器廃絶を
心から求めます

国際署名
　 に
ご協力を

●坪井直
 （ 広島被爆者

日本原水爆被害者団体協議会代表委員)
●瀬戸内寂聴 （作家・僧侶)

●益川敏英	 （前名古屋大学特別教授)

●湯川れい子	（音楽評論家・作詞家)

●田上富久	 （長崎市長)

●Metis	 （アーティスト・被爆3世)

●松井一實	 （広島市長)

●坂本龍一	 （ミュージシャン)

●サーロー・セツコ
 （被爆者・ノーベル平和賞受賞)

「ヒバクシャ国際署名」に
私も賛同しました。



ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名

ご記入いただいたお名前や住所など個人情報は、この要請目的以外には使用しません。
みなさんの署名は、毎年の国連総会に提出いたします。

【取扱団体】原水爆禁止大阪府協議会
〒 542-0012　大阪市中央区谷町7-3-4　新谷町第三ビル210号
Tel. 06-6765-2552

私は被爆者の訴えに賛同して署名します
名前 住所

被爆者は、すみやかな核兵器廃絶を願い、
核兵器を禁止し廃絶する条約を結ぶことを、

すべての国に求めます。

坪井直、谷口稜曄*、岩佐幹三【以上、日本原水爆被害者団体協議会（日
本被団協）代表委員】、田中照巳【日本被団協・事務局長】、郭貴勲【韓
国原爆被害者協会・名誉会長】、向井司【北米原爆被害者の会・会長】、森
田隆【ブラジル被爆者平和協会・会長】、サーロー・セツコ【カナダ在住】、
山下泰昭【メキシコ在住】 *は故人。肩書きは2016年4月現在

よびかけ被爆者代表

あなたの署名を
心から訴えます。
　1945年８月６日と９日、米軍が投下した２発
の原子爆弾は、一瞬に広島・長崎を壊滅さ
せ、数十万人の人びとを無差別に殺傷しまし
た。真っ黒に焦げ炭になった屍、ずるむけの
からだ、無言で歩きつづける人びとの列。生
き地獄そのものでした。生きのびた人も、次
から次と倒れていきました。
　被爆者は「自らを救い、私たちの体験を通
して人類の危機を救おう」と誓い、世界に向

けて「ふたたび被爆者をつくるな」と訴えつ
づけてきました。
　しかし、今なお、核兵器を脅迫に使った
り、新たな核兵器を開発する動きもあり 
ます。
　あなたの署名が、核兵器廃絶を求める何億
という世界の世論となって、国際政治を動か
し、命輝く青い地球を未来に残すと確信して
います。あなたの署名を心から訴えます。

世界から核兵器をなくしましょう

プーチン大統領語録	ミサイル米本土も標的

　「(中距離核ミサイル)がロシアにとって脅威とな
る欧州に配備された場合、ミサイルの発射基地だけ
でなく、ミサイルの使用を決定する中心にも対抗せ
ざるを得ない」と新型の超音速ミサイルなどで米本
国を狙う考えを示した。

核使用の恐れ高まる
　「冷戦後の軍縮の成功は終わろうとしている。核
兵器が使われる恐れはかつてなく高まっている」。中
距離核戦力全廃条約の破棄などにより、米国とロシ
アが築いた軍縮・軍備管理体制が崩壊に向かいつつ
ある状況に危機感を示し、来年の核不拡散条約再検
討会議に向けた積極的取り組みを各国にうったえた。

　核兵器の廃絶をめざすヒバクシャ国際署名は全国で
941万人、大阪では53万人の署名が集まり、知事や
市町村長の署名は1200筆以上となり、今でも増えつ
づけています。
　国連では「核兵器禁止条約」が採択され、122カ国
が賛成しました。「条約」発効まで50カ国の批准が必
要で、2019年4月現在23カ国が批准しています。こ
の「条約」が発効すれば、核兵器を開発・製造・保持
を禁止し、使用することも、脅しに使うことも許さな
い法的拘束力を持つ歴史的できごとになります。
　唯一の被爆国である日本政府はアメリカの「核の
傘」を安全保障の基本にすえ、「核兵器禁止条約」に
反対しています。
　たくさんの署名、自治体から意見書を積み上げ、日
本政府に「核兵器禁止条約」への批准を求めていきま
しょう。

トランプ大統領語録		核なき世界覆す

　「(核兵器を)米国、同盟国、そして友好国への攻
撃を抑止し、平和と安定を維持するための戦略の基
盤」と位置付けた。使える核を開発すること、核を
使わない攻撃にも核で反撃する可能性を示唆。

国連安全保障理事会での中満泉事務次長
の発言


